
今回紹介する団体：群馬県、市町村、土地改良区

～基幹的農業水利施設の保全対策について紹介します～

経緯： 群馬県は、県内の基幹的農業水利施設について、平成21年度～平成25年度
の５年間で機能保全計画を策定。整理された施設情報を、水土里情報システ
ムを活用して「群馬県農業水利施設データベース」を構築し、施設管理者を中
心とした保全対策の円滑な推進を図ることとしている。
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ﾁｪｯｸ （Ｃ） 施設監視・・・・・・・日常点検、施設監視計画に基づく点検カ所の評価結果を
記録し、データへ反映。また、日常点検の計画作成。

ｱｸｼｮﾝ（Ａ） 日常管理・・・・・・・点検、評価結果等に基づく施設の軽微な補修・補強。

ﾌﾟﾗﾝ （Ｐ） 機能保全計画・・・日常点検や評価結果の記録、及び保全対策後のデータに
基づく計画の見直し。

ﾄﾞｳ （Ｄ） 保全対策・・・・・・・機能保全計画に基づく、適時適切な対策工事の実施。

内容：農業水利施設の保全対策への進行管理
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早急な対策が迫られている中間及び末端水利施設についても、平成21年度より、
基幹的農業水利施設と併せた整備が進められており、農業水利施設の水系全体に
及ぶ一体的な情報の把握と、データを活用した保全対策への取組が期待されている。

■お問い合せ先
群馬県農政部農村整備課 施設保全係 027-226-3157（直通）
群馬県土地改良事業団体連合会 水土里情報センタ- 027-251-4105（代表）
農林水産省農村振興局整備部設計課 計画調整室 （細川、溝添） 03-6744-2212（直通）

（２/２）

１． 施設監視計画に基づく定点観測結果や、日常管理による軽微な補修・補強履歴
等の農業水利施設の豊富なデータを基にして、施設の状況に応じた適切な進行
管理（PDCAサイクル）と、機能保全計画の容易な見直しが可能。

２． 画一化されたデータベース・システムにより、保全コスト、対策時期などの情報を
施設管理者と関係者が共有できることから、保全対策費用の積立やスケジュー
ルなど、事業化に向けた円滑な推進が期待できる。

３． 施設管理者は、詳細に整理された施設情報により、突発的な事故への速やかな
対応のほか、次世代への円滑な施設の継承が期待される。
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群馬県 年度別保全対策費用集計(暫定版)

定点観測調査表

管内別の他
1,改良区毎
2,施設毎
・頭首工
・開水路
・管水路
・隧道・暗渠
・水路橋等
の集計を行う。


